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夏季総体・県吹奏楽コンクールの結果について
サッカー部、見事近畿大会出場！！

去る７月２１日、２２日に夏季総体ブロック予選、７月２６日に県吹奏楽コンクール予選、７月２７日、

２８日に県夏季総体、８月８日に近畿総体が開催され、生徒は懸命に走り・跳び、ボールを追いかけ、演奏

をしました。普段の実力がなかなか出せずに悔しい思いをした人もいたと思いますが、３年生にとっては最

後の公式試合となりました。

今まで３年間取り組んできた努力は、決して無駄にはなりません。皆さんが今までしてきた努力は、精神

的にも肉体的にも「皆さんの内なる肥料」となって、これからの皆さんの人生を支えてくれると思います。

サッカー部は、見事県準優勝に輝きました。そして、近畿大会という晴れ舞台に出場することができまし

た 「近畿大会」と一言で言いますが、決して簡単に出場することはできません。暑い日も寒い日も懸命に。

ボールを追いかけ走った努力の成果だと思います。サッカー部の皆さん、この近畿大会の出場を一生の宝と

して、誇りを持って生きていってほしいと思います。石部中学校としても、本校の名前を近畿に出してくれ
たことを感謝しています。

夏季総体ブロック予選結果
サッカー ２回戦 ○石部２－０信楽、準決勝 ×石部０－１甲南

第４位 県大会出場３決 ×石部２－３甲賀

野球 １回戦 ×石部０－１甲西（県大会）

テニス女子 予選リーグ１勝２敗、決勝トーナメント×石部０－４甲西 個人戦入賞者なし

県大会出場水泳競技 Ｍ．Ｋ １００ｍ平泳ぎ：３位、２００ｍ平泳ぎ：４位

県大会出場Ｍ．Ｓ １００ｍ自由形：２位、２００ｍ自由形：６位

バレーボール女子 予選リーグ １勝２敗

決勝トーナメント×石部０－２甲西北、敗復戦 ×石部０－２城山

バスケット男子 ２回戦 ○石部５３－３８水口、３回戦 ×石部４１－７２土山

バスケット女子 １回戦 ×石部３６－４７水口

卓球男子 予選リーグ ２勝２敗、個人戦入賞者なし

卓球女子 予選リーグ １勝４敗、個人戦入賞者なし
剣道 男子団体１勝３敗、個人戦入賞者なし

夏季総体県大会結果
サッカー １回戦 ○石部２－１玉川、準々決勝 ○石部２－０安土

準決勝 ○石部０－０守山南 （ＰＫ ４－３）

準優勝 近畿大会出場決定決勝 ×石部０－４甲南

陸上 Ｋ．Ａ （走り幅跳び）５ｍ４２ｃｍ 第１１位

水泳 Ｍ．Ｋ （100m平泳ぎ）1'24"92 第１７位 （200m平泳ぎ） 3'01"39 第１１位

Ｍ．Ｓ （200m自由形）2'33"99 第９位 （100m自由形） 1'06"41 第１６位

銀賞吹奏楽コンクールブロック予選結果

近畿総体結果
サッカー 予選リーグ ×石部（滋賀）０－３富雄南（奈良）

×石部（滋賀）１－６盾津東（大阪）



県中学生広場「私の思い２００７」県広場
３年生、Ｓ．Ｍさん、最優秀賞に輝く！！

去る８月２６日（日）に高島市藤樹の里文化芸術会館で開催された「県中学生広場」で、本校から出場し

た３年生、Ｓ．Ｍさんが、見事最優秀賞（第１位）を獲得しました。

発表の『 あいさつ」の魔法』は、内容的にも、発表の仕方も大変すばらしく、多くの観客を感動させて「

くれました。

作文の内容は次の通りです。

「あいさつ」の魔法
石部中学校 ３年 Ｓ．Ｍ

「いらっしゃいませ 「ありがとうございました 。飲食店で職場体験をしたときに、一番大切で欠」 」

かせない言葉だと感じました 「いらっしゃいませ」はお客さんとの出会いで初めて交わす言葉 「あ。 、

りがとうございました」はちょっと大げさだけど、別れの言葉。短いけれど心のこもった挨拶の言葉だ

と思います。でも、言葉だけでなくそこにはあるものが込められていることを体験しました。

私は以前、家での食事の時、たまに「いただきます」や「ごちそうさま」を言い忘れることがありま

した。その度に親から 「いただきますは？」と注意され 「なんでわざわざ言わなあかんの、めんど、 、

」 。 、 。うくさい と思っていました でも 職場体験をしてからはその気持ちが少しずつ変わっていきました

職場の方から繰り返し繰り返し言われたこと、それは『あいさつは必ずする 。そんなに大きくなく』

ていいけど、相手にはっきり聞こえるように、そして笑顔を忘れないことでした。いきなり言われ、無

理な注文だと思いました。初日は職場のルールややり方を覚えるので精一杯、接客の時も口が言うこと

を聞きません。口ごもるだけで一日が終わりました。二日目も緊張感から声が出ず、自信がなくなって
いきました。そんな私を見かねて女将さんが「とにかく大きい声を出したらいい」とアドバイスをくだ

さいました。

三日目はまず声をだすように心がけました そんな時 ありがとうございました と言ったとき お。 「 」 、「

いしかったよ 「頑張っているね」と声をかけてくださったお客さんがありました。すごく嬉しい気分」

になり、その言葉がすごく励みになって、声もどんどん出せるようになりました。自分が発した言葉に

よって、相手が返してくれる、それによって気分が変わってくることに気づかされました。四日目にし

ていたお皿洗いや片付けの時、お店の方から「丁寧だね」とか「ありがとう」と声をかけてくださって

このことを実感しました。疲れも吹き飛ぶほど嬉しくなったのです。

この職場体験をとおして、自分から声をかけることによって返してくれる人がいるということ、返し

てくれるとすごく嬉しくなり、それが励みになってどんどんやる気につながっていったこと、言葉の持

つ魔力について感じさせられました。

朝起きたときに以前は母から声をかけてくれていたのですが、今は自分から「おはよう」の挨拶をす
るようになりました。そこから母との会話もつながっていきます。家族とだけでなく、近所の人とも挨

拶をするようになりました 「おはようございます」と言えば「おはよう」と返ってくる、そんなテン。

ポの良い会話で気分爽快になれます。言葉は本当に不思議です。

これらの体験から 「言葉」について考えされられたことがたくさんありました。言葉を発すること、

の大切さ、そしてその言葉を返されることによって生まれてくる気持ちの変化。言葉は「魔法」だと感

じました。その言葉は人間関係づくりにも重要なものだと思います。それはコミュニケーションです。

それもただ話をするのではなくて、相手をしっかり見ることです。目を見るとかだけではなく、その人

がどんな気持ちなのかが分かるようにするのが大事だと思います。よく、相手の目を見て話しなさいと

言われます。それは自分の言ったことが相手にどんな風に伝わっているか、自分が言ったことに対して

相手が嫌な気持ちになってないか、を考えながら話すことが大事だからではないでしょうか。これがで

きてこそ本当のコミュニケーションだと思います。そのコミュニケーションのきっかけとなるのが挨拶
だと思います。挨拶からコミュニケーションへと広がります。その挨拶を私は相手をしっかりと見つめ

心を込めてしていきます。

この「中学生広場」の模様は、９月３日（月）２１：００～２１：１５、びわ湖放送「教育ウィークリー

リポート」で放映されます。是非ご覧ください。


